
JE12ZX 倉1干」号1 1979。 10・ 15

―一=倉り刊号 によせて
~~―       ル

.         会長 JAlVHD

52年 2月 に当倶楽部を設率以来、1年を経過 しようとしている。設立までには多

くの難問題がたくさんありましたが:JAIBDE局 を中心に、発起人達の努力に
より無事乗り越えることができ、F‐甲魔盆地無線倶楽部 」が世に出たのである。

当初は、金なし。人なし。設備なしと「 ないないづくし」であ った。 ヾ―テイン
グで集まると、会計1担当 (JA lWNA)か ら、「 臨徴 します 」と、まず金の話か
ら始まったことを層、い出す。クラブ員も、当初数名であったが、その後雪だるまし

きに人が集まり、 30名 を越えようとする大世帯に成長 してきた。 1“ パMHZを
メインCHに朝から夜遅 くまで、暇人を中心に一寸た りとも電波の切れ目がないほ
ど賑やかな毎甲

.で
ある。

3人 ょれげ11-ヒ ータイ
ムをとり、4人よればやきとり屋で一杯飲み、非常に群

集心理の旺盛な人達の集まりであり、当クラブのとりえであるのかもしれない。

当クラプの行った事業の中で、最も忘れることができないのは、青い鳥学園 (盲

人施設 )での資格取得の講習会であった。2年間にわたり、クラブ員が一致団結し

て取組、その結果 l名の合格者を出すことができた。最初は不安だけが交錯する日

で々あったが、彼らの熱心な受講態度で解消され、「 何とかしてあげたい」という

気持ちが全員に沸きあがり、無事責任を果たすことができた。辛かったけど、喜び

もひとしおであった。

これ らの業績を返、まえて、JARL山 梨県支部の重要な地位を占めるクラブまでに成長 したことは、クラ
ブ員各位の努力の賜物であると信 じてやみません。

これからも、当クラブ発展のたち「 大人の趣味 」であることはお互いに十分認識 して、友情を一層深めて

いただきたいと思います。今回広報担当者の御尽力により、クラブ誌の創刊号を発行することにな りました。

クラブ員一同喜びにたえません。これを機会に定期発刊 されますようせつに希望 し、発刊のことばといたし

ます。 (会 長 筆 )
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